
















































































協力開発機構（Organization for Economic Co-operation 
and Development : OECD）の下部機構である開発援助
















































































指導をうけている少年少女 3 名とその指導者 2 名を日本
に招待することで柔道による国際協力・国際交流・異文
化理解を深めることが出来る大変素晴らしい計画であ
る。柔道発祥の地日本では、講道館での交流はじめ、日
本文化体験の機会と場を設け、日本の子ども達との交流
も実施する予定である。ICEAのブルキナファソへの柔
道支援は、上述のような貧困による経済援助ではない
が、スポーツ・柔道による国際協力・国際交流・異文化
理解という意味での支援であることには間違いは無い。
このような支援は国レベルでは到底出来ないことであ
り、多くのボランタリー精神に富む方々の気持ちを受け
て実行できる尊い事業である。
	 おわりに
2016年 8 月ブラジルのリオデジャネイロで開催され
たオリンピック、パラリンピックでの日本選手の活躍は
著しいものであった。日本のメダル獲得数が過去最高の
41個で、とりわけ柔道におけるメダルの獲得は驚異的
だった。このような時期に柔道と国際交流について述べ
るには、「時既に遅し」という感を免れない。しかし、ブ
ルキナファソ柔道と国際交流について検証することで、
柔道と国際交流について、また柔道を通しての教育に生
涯をささげた嘉納の功績を改めて知ることが出来た。嘉
納であったからこそ平和思想の柔道を世界に広めること
ができたといえる。嘉納による柔道を通じての国際交流
の理論と実践は、今後の国際交流における大きな指標で
あり第一歩となった。
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開発途上国ブルキナファソでの柔道を通した教育は、
講道館柔道の基本的思想とフランスにおける柔道の 8 つ
の心得を融合させて行われていると推察できた。其のブ
ルキナファソ柔道の指導者や子ども達は柔道発祥の地日
本への訪問を強く希望している。経済的国際協力はでき
ないまでも、個人的レベルでの国際交流を実践するため
にICEAは、ブルキナファソの人々の希望をかなえるべ
く日々努力をしている。
グローバル化する社会での、大学教育におけるグロー
バル人材の育成は、学生たちに対して国際的なボラン
ティア活動を促し、実践する機会を設けることではない
だろうか。ICEAは開発途上国といわれているブルキナ
ファソの柔道家との国際交流を日本にて実現させようと
している。まさにこの機会を学生たちに活用させたいも
のである。
